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問　

若
者
定
住
化
促
進
対
策

は
、
市
長
選
の
公
約
に
も
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
公
明
党
と
し

て
も
推
進
を
図
る
べ
き
重
要
案

件
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
支
援
の
一
環
と

し
て
若
者
夫
婦
へ
の
家
賃
補
助

制
度
の
確
立
及
び
民
間
住
宅
借

り
上
げ
促
進
、
人
口
増
加
、
住

宅
増
加
の
視
点
か
ら
二
世
帯
住

宅
支
援
な
ど
を
、
毎
年
提
出
し

て
い
る
予
算
要
望
の
中
で
提
案

し
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
内

容
を
伺
う
。

市
長　

選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て

い
く
た
め
の
施
策
と
し
て
、
定

住
化
の
促
進
、
特
に
若
い
世
代

の
定
住
化
に
向
け
て
、
資
金
支

援
と
い
う
形
で
住
宅
政
策
の
創

設
を
検
討
し
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　

若
者
世
代
の

年
齢
層
が
、今
後
ま
す
ま
す
減
っ

て
い
く
推
計
も
あ
る
中
で
、
住

宅
施
策
に
取
り
組
み
始
め
た
。

住
宅
政
策
と
し
て
、
一
つ
は
住

宅
を
取
得
す
る
人
に
対
す
る
支

援
と
し
て
の
住
宅
取
得
補
助
。

　

も
う
一
つ
が
共
同
住
宅
を
建

設
す
る
人
へ
の
支
援
。

　

さ
ら
に
、
一
度
は
取
手
か
ら

市
外
に
出
た
若
い
世
代
が
、
親

の
元
に
戻
っ
て
く
る
た
め
に
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
の
支
援

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

を
検
討
し
て
い
る
。

問　

事
業
の
具
体
的
な
開
始
時

期
は
。

都
市
計
画
課
長　

現
在
、
制
度

設
計
を
検
討
し
て
い
る
。
平
成

28
年
度
か
ら
施
行
し
て
い
く
予

定
。

も
う
倒
れ
そ
う
な
状
態
に
壊
れ

て
い
る
。東
電
は
何
も
し
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

高
さ

１
㍍
で
の
測
定
根
拠
は
、
国
が

策
定
し
た
除
染
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
も
と
に
市
で
は
除
染
実
施
計

画
を
策
定
し
、
一
般
の
場
所
で

は
高
さ
１
㍍
、
保
育
所
や
小
学

校
な
ど
子
ど
も
の
生
活
空
間
は

50
㌢
で
測
定
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
９
月
に
は
、
市
内

の
除
染
が
完
了
し
、
国
の
避
難

区
域
設
定
数
値
を
大
幅
に
下

回
っ
て
い
る
た
め
、
住
民
の
避

難
は
考
え
て
い
な
い
。

　

東
電
に
は
、
賠
償
に
応
じ
て

い
た
だ
い
て
い
な
い
額
に
加

え
、
放
射
能
対
策
に
か
か
る
経

費
も
合
わ
せ
て
請
求
し
て
い

く
。

副
市
長　

今
後
も
市
民
講
座
等

を
通
じ
て
、
放
射
性
物
質
に
対

し
て
の
正
し
い
知
識
を
得
て
、

安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

問　

企
業
誘
致
の
今
後
は
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
長　

創
業

支
援
事
業
計
画
を
作
成
し
、
国

の
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め

る
。

問　

企
業
誘
致
の
た
め
「
上
野

東
京
ラ
イ
ン
で
取
手
市
に
来
ま

せ
ん
か
」
と
い
っ
た
宣
伝
広
告

を
打
つ
戦
略
は
あ
る
か
。

答　

ア
イ
デ
ア
の
一
つ
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

観
光
事
業
で
新
し
い
取
り

組
み
は
。

ま
ち
づ
く
り
振
興
部
参
事　

４

月
に
近
隣
市
と
連
携
し
、
ツ

ア
ー
を
開
催
。
25
人
が
参
加
し

て
当
市
で
は
東
京
鐵
骨
と
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
の
工
場
見
学
、
夢
と

り
で
農
産
物
直
売
所
で
買
い
物

を
さ
れ
、
大
変
好
評
だ
っ
た
。

問　

市
制
45
周
年
事
業
の
内
容

は
。

政
策
推
進
部
長　
「
み
ん
な
で

体
験
・
と
り
で
の
魅
力
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
８
つ

の
記
念
事
業
を
企
画
し
て
い
る
。

の
県
の
基
準
で
不
支
給
に
な
っ

た
方
に
対
し
て
再
申
請
し
て
い

た
だ
く
よ
う
促
し
、
支
給
に
つ

な
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

ま
た
、
国
保
年
金
課
の
窓
口

と
障
害
福
祉
課
や
社
会
福
祉

課
が
う
ま
く
連
携
を
取
れ
れ
ば

フ
ォ
ロ
ー
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

一 般 質 問
議員は、市長などに対して、市の事務の状況や将来の方針などを
質問することができます。この質問を「一般質問」といいます。
今定例会では、２１人の議員が一般質問を行いました。

若
者
定
住
化
促
進

対
策
！齋

藤　

久
代　

議
員

不
平
等
！

障
害
年
金
の
地
域
差

染そ
め

谷や　

和
博　

議
員

問　

障
害
基
礎
年
金
の
不
支
給

率
は
全
国
平
均
で
12
・
57
％
、

茨
城
県
は
23
・
２
％
と
特
に
高

い
。
居
住
地
域
や
加
入
制
度
に

よ
っ
て
障
害
年
金
を
受
け
取
れ

な
い
の
は
不
平
等
で
あ
る
。
市

で
の
認
定
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

ま
た
、
不
支
給
者
に
対
し

フ
ォ
ロ
ー
は
行
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

審
査
基
準
が

県
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
が
原
因

で
、国
も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。

夏
ご
ろ
に
専
門
委
員
会
の
結
果

が
出
る
の
で
注
視
し
て
い
く
。

　

取
手
市
で
は
平
成
26
年
度
は

31
人
申
請
し
て
８
人
が
不
支
給

と
な
っ
た
。
今
現
在
は
不
支
給

者
に
対
し
フ
ォ
ロ
ー
は
行
っ
て

い
な
い
。
国
の
方
で
認
定
基
準

が
定
め
ら
れ
た
と
き
に
、
現
在

恐
怖
…

セ
シ
ウ
ム
蓄
積

問　

市
で
は
１
㍍
の
高
さ
で
放

射
線
量
を
測
っ
て
い
る
が
、
こ

の
根
拠
を
伺
う
。

　

セ
シ
ウ
ム
は
、
食
物
連
鎖

の
底
辺
か
ら
頂
上
ま
で
に

１
０
０
万
倍
に
な
っ
て
、
確
実

に
臓
器
に
た
ま
っ
て
い
く
。

　

避
難
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

が
ん
に
な
ら
な
い
保
障
は
な
い

が
、
20
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う

基
準
に
引
き
上
げ
て
、
避
難
さ

せ
る
こ
と
を
選
ば
ず
、
住
ま
わ

せ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
20
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
と
は
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
を
１
年
間
、
毎
日
３
回

ず
つ
浴
び
る
量
に
相
当
す
る
。

　

福
島
第
一
原
発
４
号
機
は
、

ど
う
な
っ
て
る
？

魅
力
を
高
め
る
政
策

山
野
井　

隆た
か
し　

議
員

問　

市
民
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ

く
り
、
定
住
人
口
、
交
流
人
口

の
増
加
策
は
。

市
長　

常
磐
線
上
野
東
京
ラ
イ

ン
の
開
通
は
、
取
手
か
ら
便
利

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

取
手
に
来
て
も
ら
う
発
想
が
大

事
。
沿
線
自
治
体
と
協
議
を
し

て
、
新
し
い
領
域
、
価
値
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
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平　

由ゆ
う

子こ　

議
員放射線量測定の様子


